
広島県政の概要について
～ 県政報告会 ～

2023年11月25日　広島県議会議員　
自由民主党広島県議会議員連盟　出原　昌直



本日の説明内容

■　最近の県政の動き

　（１）令和４年度の安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン進捗状況
  （２）【参考】  ビジョン「注視する指標」について
　（３）令和５年度の広島県当初予算額等について
　（４）道路改良（一般国道486号）について
　（５）交通安全等（（主）新市七曲西城線・（一）福田戸手線）
　　 　について
　（６）道路の整備状況と災害復旧工事の完成について
　（７）河川内堆積土の撤去について
　（８）河川改修工事について
　（９）ため池の防止対策について
　（10）令和５年度の活動報告について
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（１）令和４年度の安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン進捗状況

○ ビジョンの実効性を確保するため、アクションプラン（まち・ひと・しごと創生総合戦
略）で５年間の取組ごとに、ＫＰＩ（重要業績評価指標）とその目標値を設定し、進捗状
況を点検している。 

○ その結果、ＫＰＩの令和４年度の目標に対する達成率は、全体で56.1％となっている。 
○ 目標が達成できなかったＫＰＩにおいては、目標と実績の乖離要因を把握した上で、そ

の要因を踏まえた対応方針を検討し、改善を加えることで、着実に成果に結びつくように
取り組むこととしている。 

施策領域 全ＫＰＩ数 達成ＫＰＩ数 未達ＫＰＩ数 実績未確定 達成率※

子供・子育て 11 3 7 1 30.0%

教　　育 18 12 5 1 70.6%

健　　康 16 2 9 5 18.2%

医療・介護 11 2 4 5 33.3%

地域共生社会 6 3 2 1 60.0%

【領域別内訳】

全ＫＰＩ数 達成ＫＰＩ数 未達ＫＰＩ数 実績未確定 達成率※

全ＫＰＩ 182 88 69 25 56.1%

２



（１）令和４年度の安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン進捗状況

３

【県内の人口及び世帯数】

施策領域 全ＫＰＩ数 達成ＫＰＩ数 未達ＫＰＩ数 実績未確定 達成率※

防災・減災 10 5 5 0 50.0%

治安・暮らしの安全 12 7 5 0 58.3%

働き方改革・多様な主体の活躍 8 3 2 3 60.0%

産業イノベーション 24 14 7 3 66.7%

農林水産業 15 9 5 1 64.3%

観　　光 7 2 5 0 28.6%

スポーツ・文化 7 1 6 0 14.3%

平　　和 5 3 2 0 60.0%

持続可能なまちづくり 10 9 1 0 90.0%

中山間地域 6 5 1 0 83.3%

交流・連携基盤 5 3 2 0 60.0%

環　　境 11 5 1 5 83.3%

【領域別内訳（続き）】

※令和４年度に目標設定があるＫＰＩのみを抽出 
※達成率は（達成ＫＰＩ数）／（達成ＫＰＩ数＋未達ＫＰＩ数）で算出



（２）【参考】ビジョン「注視する指標」 ： 県内の総人口

【県人口の将来展望】

４

○ 2015年国勢調査を基準とした国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）
の推計によると、2060年の本県人口は214.5万人（2015年比75.4％）とされている。

○ さらに、社人研推計に近年（2017年～2019年）の社会動態を踏まえて試算した場合、
2060年の本県人口は199.5万人（2015年比70.2％）まで減少する見込みとなっている。

○ このため、「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」に掲げる17領域全ての施策を着実
に進めていくことにより、2025年以降の社会動態の均衡や合計特殊出生率の改善を目指
すこととしている。 

（出典）
国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口
（平成30(2018)年推計）」、
広島県「人口移動統計調査」
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（２）【参考】ビジョン「注視する指標」 ： 県内の総人口

【県人口の現状】

５

○ 2022年の現状値（県人口移動統計調査）は、約276.0万人（2,759,702人）となって
おり、各試算を下回る結果となっている。

○ 社会動態については、外国人の転入が増加に転じたものの、日本人の若年層を中心とし
た東京圏への転出が依然として続いている。また、自然動態における合計特殊出生率は全
国平均を上回ったものの、各試算条件を下回る結果となっている。



（２）【参考】ビジョン「注視する指標」： 県内総生産（名目）

【県内総生産（名目）】

６

○ 令和２年度の県内総生産は、11兆5554億円となり、平成23年度以降の建設業や保健衛
生・社会事業等のプラス寄与により、2.5％成長している。

（出典）広島県県民経済計算



（２）【参考】ビジョン「注視する指標」 ： １人当たり県民所得

【１人当たり県民所得】

７

○ 一人当たり県民所得は、令和２年度で296万9千円となっており、平成23年度以降2.7％
増加した。

（出典）広島県県民経済計算



（３）令和５年度の広島県当初予算額等について

～　令和５年度予算は、過去最大であった令和４年度当初予算に次ぐ、過去２番目の規模　～

それぞれの欲張りなライフスタイルの実現
  ◆「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」
　　に掲げる施策の推進

社会的基盤の強化
 ◆地域共生社会の実現（高度医療機能と地域の医療提供体制の確保）
 ◆激甚化・頻発化する気象災害等への対応

ウィズ・アフターコロナにおける経済の発展的回復
  ◆生産性の向上      ◆ＤＸの推進
  ◆リスキリング・労働移動　

物価高騰等への対応
◆物価高騰の影響緩和（肥料価格高騰対策、学校給食費の負担軽減）
◆エネルギーコストの節減に向けた取組の後押し
　（省エネ機器等の更新を行う事業者支援）

８

令和５年度予算
１兆1,403億円

1,601億円 (14%)

1,846億円 (16%)

1,128億円 (10%)

1,004億円 (9%)

564億円 (5%)

174億円 (2%)

655億円 (6%)

2,663億円 (23%)2,172億円 (20%)

1,899億円 (17%)

1,470億円 (13%)1,479億円 (14%)

1,078億円 (10%)商工業振興など　

その他

学校教育など

道路・河川の整備など

地域振興や防災・危機管理など

　災害復旧

警察活動など

福祉・医療など

借入金の返済

農林水産業振興など
635億円 (6%)

296億円 (3%)194億円 (2%)

1,583億円 (14%)

972億円 (9%)

630億円 (6%)

2,666億円 (23%)

1,878億円 (16%)

1,479億円 (13%)

1,060億円 (9%)

646億円 (6%)

300億円 (3%)
282億円 (3%)

1,555億円 (14%)

1,036億円 (9%)

538億円 (5%)
298億円 (3%)

令和３年度予算
１兆938億円

令和４年度予算
１兆1,440億円



国の法令等の関与が存する経費

歳出総額の

○　地方財政の財源不足は、引き続き
　生じている。

　※臨時財政対策債等の特例的な措置
　　による補填が常態化

○　広島県の歳出総額1兆1,403億円　
　（R5年度当初予算）に対し、
　国庫支出金や県債を充当した
　経費等を除く一般財源ベースでは
　7,560億円

○　このうち、配置基準が定められた
　人件費や義務付けられた経費など
　国の法令等の関与が存するなどの
　義務的な経費が歳出総額の約９割 
　を占めている状況。

（３）令和５年度の広島県当初予算額等について

９

法令等により

配置基準が

定められた人件費

1,604億円

21.2%

地方の政策的経費

945億円

12.5%

法令等により

義務付けられた

経費

3,470億円

45.9%

 教職員人件費

1,069億円

14.1%

 警察官人件費

535億円

7.1%

義務的な経費に係る

 知事部局人件費

285億円　3.8%

 一般事業

662億円

8.8%

 私学振興

143億円

1.9%

 公共事業

140億円

1.8%

 公債費

1,114億円

14.7%

 その他

496億円

6.5%

 税交付金

1,570億円

20.8%

社会保障関係費

1,404億円

18.6%

R5年度
歳出

(一財ベース)
7,560億円

企業立地促進対策事業 71

重度心身障害児(者)・乳幼児・ひとり親

家庭等医療公費負担    61

県立大学運営交付金    45 ほか

政策的経費
に係る

知事部局
人件費

142億円
1.9%
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（４）【道路改良】　一般国道486号　（新市府中拡幅）

国道486号(新市府中拡幅)の予算推移

朝夕の慢性的な交通渋滞の解消による円滑な
 交通確保に向け、一般国道 486 号のうち、
 福山市新市町戸手～府中市中須町の3.4km
 区間の４車線化を推進

平成29年度に中須工区（延長1.0km）が完成
令和 ３年度に戸手工区（延長0.8km）が完成
令和 ５年度は新市工区（延長1.6km）の用地
買収を推進

～戸手工区～進捗状況 R3供用開始

　国道486号（戸手工区）

令和５年度予算　789百万円
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（５）【交通安全等】 ①（主）新市七曲西城線 ②（一）福田戸手線

令和4年度までに宮内工区（延長1.0km）
 のうち、0.46kmを完成させるとともに、
 宮内２工区（延長2.4km）のうち0.2kmで
 工事を実施

令和5年度は宮内工区の道路法面について
 工事を推進

令和３年度は現地調査を実施

令和４～５年度は概略ルート検討を実施

令和５年度予算　92.3百万円

新市七曲西城線（宮内工区）

工事実施状況

【道路改良】（福山市～神石高原町）

【交通安全(歩道整備)】（福山市新市町宮内）

①（主要地方道）新市七曲西城線

【交通安全(歩道整備)】（福山市芦田町）

車道と歩行空間を分離することにより、
  通学路の安全性向上を図るため、
  歩道整備（東側）を実施

令和５年度予算　5百万円

延長L=200m

福相小学校

芦田川

486 至 福山市街

至 府中市

福田戸手線（福田工区）

②（一般県道）福田戸手線

11



（６）道路の整備状況と災害復旧工事の完成について

道路の整備状況

災害復旧工事の完成

路線名 所在地 延長 事業内容 完成年度

一般国道486号 福山市新市町新市 0.3km 舗装補修 H29

一般国道486号 福山市新市町戸手 0.3km 舗装補修 H30

一般国道486号 福山市新市町芦田 0.3km 舗装補修 R2

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町藤尾 0.02km 道路線形改良 H29

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町新市外 0.2km 舗装補修 H31

主要地方道　新市七曲西城線 福山市新市町上安井外 0.2km 防草対策（防草コンクリート） R2

令和５年９月現在

年災 路河川名 箇所

令和３年災
（３箇所）

一級河川　芦田川水系　神谷川 新市町下安井　佐竹ストア前　他１箇所

一級河川　芦田川水系　父尾川 新市町藤尾　藤尾ダム下

令和２年災
（５箇所）

一級河川　芦田川水系　戸手川 新市町戸手　地蔵橋上

一級河川　芦田川水系　神谷川 新市町上安井　渡上橋上　他３箇所

H30年災
（57箇所）

主要地方道　新市七曲西城線 新市町藤尾　藤尾発電所下　他10箇所

一般県道　藤尾井関線 新市町藤尾　赤瀧橋上　他４箇所

一般県道　金丸市場線 新市町金丸　市道橋下　他７箇所

一般県道　百谷新市線 新市町戸手　十四池上　他１箇所

一級河川　芦田川水系　戸手川 新市町戸手　芦品まなび学園前

一級河川　芦田川水系　金名川 新市町常　大谷橋上

一級河川　芦田川水系　神谷川 新市町金丸　厚山下橋上　他12箇所

一級河川　芦田川水系　見谷川 新市町金丸　上迫渡橋下　他６箇所

一級河川　芦田川水系　芦浦川 新市町常　弓戸人形工場上　他７箇所

一級河川　芦田川水系　父尾川 新市町藤尾　高橋宅前
12



（７）河川内堆積土の撤去について

河川内堆積土の撤去状況　（県全体 総事業費：約70億円　（R03～R07））

【一級河川芦田川水系　神谷川】

新市町新市付近

＜令和３～４年度＞　事業費：71百万円
　・　実施延長　Ｌ＝600ｍ
　・　浚渫量　 　Ｖ＝5,200 ㎥

＜令和４～５年度＞　事業費：33百万円
　・　実施延長　Ｌ＝320ｍ
　・　浚渫量　 　Ｖ＝5,080㎥

令和５年度以降も継続実施
（※東部建設事務所より資料提供）

Before                                                                                    Before

After                                                                                       After

R3～R4                                                                                  R4～R5

R4～R5実施
R3～R4実施
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（８）河川改修工事について

河道断面確保のための河川改修状況（河床掘削、河道拡幅等）
　（有地川　総事業費：約38億円（交付金））

【一級河川芦田川水系　有地川】

＜令和４～５年度＞　事業費：約86百万円
　・　実施延長　Ｌ＝225 ｍ
　・　護岸工（ジオテキスタイル工）
　　　　　　　　 　A＝1,800 ㎡

令和５年度以降も継続実施

（※東部建設事務所より資料提供）

Before                                                                                    Before

After                                                                                       After

芦田町福田付近

有地川

R4～R5                                                                                  R4～R5

R4～R5実施

14



（９）ため池の防災対策について①

農業用ため池数、防災工事の実施状況（令和５年５月末時点）

広島県 福山市 新市町・芦田町

農業用ため池 １７，１７９箇所 １，９１９箇所 ３７６箇所

　うち防災重点ため池 ６，８０５箇所 １，０８４箇所 １８９箇所

補強工事（※） 着手 ６２箇所 ６箇所 －箇所

うち完了 ９箇所 ２箇所 －箇所

廃止工事（※） 着手 ３０９箇所 ２０箇所 ８箇所

うち完了 １７８箇所 １３箇所 ５箇所

（※）令和元年以降の県営工事

ため池工事等特措法について

• ため池の防災工事を集中的かつ計画的に推進するため、国の財政的な措置等を定めた
「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法」が令和２年に制定。

• 国は必要な財政上の措置及び地方債への特別な配慮をすることが規定。
• 特措法の期限内に防災工事を計画的かつ早期に実施するため、国に対して、継続した予算

確保について要望が必要。
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（９）ため池の防災対策について②

防災工事の実施状況【補強工事】

○大池（観音寺下池）（福山市神辺町）

防災重点ため池の詳細診断の進捗状況

年度 診断箇所数

令和３年度 ２，６１３箇所

令和４年度 約２，１００箇所

令和５年度 約２，０００箇所

→診断結果等に基づき、補強工事が必要な箇所の対策を順次実施。

出典：R5.6.30農林水産委員会資料

着手前 補強工事完了
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（９）ため池の防災対策について③

防災工事の実施状況【廃止工事】

○宇藤木２番池・３番池（福山市新市町）

• 農業用水源として利用しなくなったため池は、事前に水位を下げるなどの安全確保を図っ
たうえで、順次廃止工事を実施。

着手前

廃止工事完了

廃止工事完了
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（10）令和５年度の活動報告について
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三期目の当選 自民党広島県連青年局長 三期目初めての一般質問 主要県道26号新市七曲 
西城線の改良を求める会

デジタル化についての説明 素戔嗚神社 祇園祭典 ディスカバーリンク
せとうちの活動

各地域の方々との情報共有


